
り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
制
定
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
り

改
め
て
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

県
指
定
重
要
文
化
財
　
※
表
中
「
資
料
館
」
は
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
指
す
。

鋳ち
ゅ
う

鉄て
つ

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
（
長
松
寺
所
蔵
）

　

像
高
九
七
・
四
㎝
、
肩
幅
二
七
㎝
、
裾
張
二
七
㎝
。
右
手
に
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

を
執
る
型
で
左
手
首
を
欠
き
、
鋳
型
は
前
後
継
合
せ
で
あ
る
が
、
内

部
は
空
間
が
な
く
充
実
し
て
い
る
た
め
非
常
に
重
い
。
本
像
の
作
者

第
一
節
　
国
・
県
指
定
文
化
財

	

　

町
内
に
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
指
定
文
化
財
の
う

ち
、
国
指
定
が
一
件
（
３
―
６
―
１
）・
県
指
定
が
三
件
（
３
―
６
―
２
）

あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財

刀
　
無む

銘め
い 

伝で
ん

守も
り

利と
し　
（
個
人
蔵
）

　

長
さ
七
四
・
二
㎝
。
銘
は
な
い
が
守
利
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
守

利
は
、
鎌
倉
初
期
の
備
中
国
（
岡
山
県
西
部
）
の
刀
工
で
あ
る
。
古

社
寺
保
存
法
に
基
づ
き
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
国
宝
と
な

第
六
章

指
定
文
化
財

美
術
工
芸
品

（
工
芸
品
）

類
　
別

刀　

無
銘 

伝
守
利

名
　
称

個
人

所
蔵
者

一
九
五
〇
年

八
月
二
十
九
日

指
定
年
月
日

工一
四
七
一
号

指
定
番
号

美
術
工
芸
品

（
工
芸
品
）

美
術
工
芸
品

（
彫
刻
）

類
　
別

銅
造
千
体
地
蔵

附 

聖
徳
太
子
像

陶
製 

狛
犬
（
一
対
）

鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

名
　
称

薬
師
寺

（
上
小
口
）

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

〔
資
料
館
〕

長
松
寺

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
六
九
年

六
月
二
十
三
日

一
九
六
二
年

三
月
十
日

一
九
五
九
年

一
月
十
六
日

指
定
年
月
日

工第
八
二
号

工第
四
七
号

彫第
五
二
号

指
定
番
号

3-6-1
国指定文化財一覧

3-6-2　県指定文化財一覧
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は
不
詳
で
あ
る
。
指
定
当
初
は
、
室
町
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、『
愛
知
県
史
』
編
さ
ん
に
と
も
な
う
調
査
で
十
六
世
紀
末
の
作

と
さ
れ
た
（
３
―
６
―
３
）。

陶と
う

製せ
い

狛こ
ま

犬い
ぬ

（
一
対
）　
（
余
野
神
社
所
蔵
）

　

高
さ
二
八
㎝
（
阿あ

形ぎ
ょ
う）・
二
七
㎝
（
吽う
ん

形ぎ
ょ
う）、
側
幅
二
〇
㎝
。
江
戸

時
代
の
作
で
、
黄
緑
色
の
灰か
い

釉ゆ
う

が
全
身
に
掛
か
る
。
背
面
に
は
「
山

田
加
右
衛
門
奉
寄
進
御
神
前
干
時
寛
永
二
乙
丑
天
三
月
吉
祥
日
」、

「
干
時
寛
永
三
月
祥
日
山
田
加

右
衛
門
」
と
刻
銘
が
あ
り
、
一

六
二
五
（
寛
永
二
）
年
に
山
田

加
右
衛
門
が
寄
進
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
大
口
町
歴
史
民
俗
資

料
館
に
寄
託
さ
れ
、
保
存
展
示

し
て
い
る
（
３
―
６
―
４
）。

銅ど
う

造ぞ
う

千せ
ん

体た
い

地じ

蔵ぞ
う 

附
つ
け
た
り 

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

像ぞ
う　

（
薬
師
寺
（
上
小
口
）
所
蔵
）

　

像
高
五
・
一
～
五
・
三
㎝
、
重
さ
三
九
・
一
～
四
五
・
三
ｇ
。
総

じ
て
同
型
の
形
態
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
情
や
衣
文
線
に
相
違
が
見

ら
れ
、
数
個
の
鋳
型
に
よ
る
大
量
生
産
の
可
能
性
が
高
い
。
仏
像
が

固
定
さ
れ
て
い
る
木
製
の
型
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
干
支
・
村
名
・
寄
進

者
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
作
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

中
央
の
聖
徳
太
子
像

（
像
高
五
㎝
）
も
同

じ
く
県
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
お
り
、
鎌

倉
時
代
の
作
と
推
定

さ
れ
る
。

　

一
九
九
九
（
平
成

十
一
）
年
に
大
口
町

歴
史
民
俗
資
料
館
に

寄
託
さ
れ
、
保
存
展

示
し
て
い
る
（
３
―

６
―
５
）。

3-6-5　銅造千体地蔵 附 聖徳太子像（中央）

3-6-4　陶製狛犬
3-6-3

鋳鉄地蔵菩薩立像
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第
二
節
　
町
指
定
文
化
財

	

　

町
内
に
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
四
七
件
の
町
指
定

文
化
財
が
あ
る
（
３
―
６
―
６
）。

※
表
中
「
資
料
館
」
は
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
指
す
。

3-6-6　町指定文化財一覧

美
術

工
芸
品

（
考
古

資
料
）

美
術

工
芸
品

（
工
芸
）

類
別

地
蔵
堂
遺
跡
出
土

の
土
器

壺
形
土
器

有
舌
尖
頭
器

有
舌
尖
頭
器

有
舌
尖
頭
器

西
山
神
遺
跡
出
土

の
石
器

四
神
二
獣
鏡

北
替
地
遺
跡
出
土

の
土
器

石
剣

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

乳
文
鏡

鰐
口
（
一
対
）

大
鈴

名
　
称

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

小
口
神
社

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
一
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
一
年

八
月
二
十
五
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

指
定
年
月
日

第
二
五
号

第
二
三
号

第
二
二
号

第
二
一
号

第
二
〇
号

第
一
九
号

第
一
八
号

第
一
五
号

第
一
四
号

第
一
三
号

第
一
二
号

第
五
号

第
八
号

第
七
号

指
定
番
号

美
術

工
芸
品

（
彫
刻
）

建
造
物

類
別

不
動
明
王
立

像 獅
子
狛
犬

（
一
対
）

木
仏
尊
像

薬
師
如
来
坐

像 釈
迦
如
来
立

像 聖
観
音
坐
像

八
剱
社
拝
殿

徳
林
寺
山
門

徳
林
寺
中
門

名
　
称

薬
師
堂
（
竹
田
）

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

〔
資
料
館
〕

個
人

薬
師
寺
（
上
小
口
）

薬
師
寺
（
上
小
口
）

薬
師
寺
（
上
小
口
）

八
剱
社

徳
林
寺

徳
林
寺 所

蔵
者

〔
寄
託
先
〕

二
〇
〇
九
年

十
二
月
二
十
五
日

二
〇
〇
八
年

十
一
月
二
十
八
日

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
九
八
年

三
月
三
十
日

一
九
八
五
年

一
月
十
六
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

指
定
年
月
日

第
四
九
号

第
四
八
号

第
三
八
号

第
一
一
号

第
一
〇
号

第
九
号

第
四
六
号

第
四
一
号

第
一
七
号

指
定
番
号
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美
術

工
芸
品

（
考
古
資

料
） 類

別

広
縁
宮
廷
式
土
器

（
パ
レ
ス
ス
タ
イ
ル

壺
）・
無
頸
脚
付
土
器

曲
玉
（
勾
玉
）・
管
玉

磨
製
石
斧

向
江
遺
跡
出
土
の

石
斧
と
土
器

弥
生
系
小
型
仿
製
鏡

（
小
型
仿
製
内
行
花
文

鏡
）

飾
把
手
付
坏

（
把
手
付
坏
）

白
木
遺
跡
出
土
の
土
器

い
わ
き
塚
古
墳
出

土
の
副
葬
品

清
水
遺
跡
出
土
の
土
器

大
御
堂
遺
跡
出
土

の
土
器
片

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

下
林
遺
跡
出
土
の
土
器

名
　
　
称

資
料
館

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

資
料
館

資
料
館

個
人

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

資
料
館

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
八
五
年

一
月
十
六
日

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

指
定
年
月
日

第
四
二
号

第
三
九
号

第
三
七
号

第
三
五
号

第
三
四
号

第
三
三
号

第
三
二
号

第
三
一
号

第
二
九
号

第
二
八
号

第
二
七
号

第
二
六
号

指
定
番
号

記
念
物

（
天
然
記

念
物
）

記
念
物

（
史
跡
）

民
俗
文
化

財
（
無
形

民
俗
文
化

財
） 類

別

山
茶
花

山
柿

マ
メ
ナ
シ

し
ょ
う
ね
ん
塚

古
墳

仁
所
野
遺
跡

堀
尾
氏
邸
宅
跡

 

大
日
塚
古
墳

桜
塚
古
墳

善
光
寺
塚
古
墳

白
山
古
墳
群

虫
送
り

湯
の
花
の
神
事

名
　
称

個
人

小
口
神
社

天
神
社

大
屋
敷
新
田

安
藤
組

白
山
社
（
下
小
口
）

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会

個
人

秋
田
長
桜
地
区

上
小
口
区

白
山
社
（
下
小
口
）

上
小
口
伝
統
工
芸

保
存
会

天
神
社

活
動
者
・
管
理
者

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
六
年

八
月
十
日

一
九
八
六
年

十
二
月
十
四
日

一
九
八
五
年

一
月
三
十
一
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

二
〇
〇
五
年

四
月
二
十
六
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

指
定
年
月
日

第
四
〇
号

第
三
六
号

第
三
〇
号

第
四
四
号

第
四
三
号

第
一
六
号

第
四
号

第
三
号

第
二
号

第
一
号

第
四
七
号

第
二
四
号

指
定
番
号
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愛
知
県
史
編
さ
ん
事
業
は
、
一
九
九
四
（
平
成
七
）
年
四
月
か
ら

二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
の
二
六
年
間
で
、
全
五
八
巻
（
通
史
編
一
〇

巻
・
資
料
編
三
六
巻
・
別
編
一
二
巻
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
編
さ
ん

過
程
で
、
町
内
で
も
専
門
の
調
査
員
に
よ
る
指
定
文
化
財
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
報
告
事
項
と
、
あ
わ
せ
て
地
元
か
ら
の
要

望
で
調
査
し
た
結
果
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
文
化
財
を
紹
介
す

る
。

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う　

（
薬
師
寺
所
蔵
（
上
小
口
一
丁
目
地
内
））

　

木も
く

造ぞ
う

寄よ
せ

木ぎ

造づ
く
りで
像
高
五
八
㎝
、
肩
幅
三
一
㎝
、
膝
張
四
五
・
五
㎝
。

一
九
九
八
年
五
月
、
愛
知
県
史
編
さ
ん
室
が
大
屋
敷
地
区
の
長
松
寺

本
堂
内
に
あ
る
鋳
鉄
地
蔵
菩ぼ

薩さ
つ

立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
と
、
上
小

口
地
区
の
薬
師
寺
内
に
あ
る
銅
造
千
体
地
蔵
（
県
指
定
文
化
財
）
の

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
、
薬
師
寺
内
に
あ
る
薬
師
如
来
坐
像
の

底
部
に
墨
書
を
確
認
し
た
。

一
五
八
九
（
天
正
十
七
）
年

に
小
口
在
住
の
古
田
弥
助
に

よ
っ
て
修
理
さ
れ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
墨
書
は
制
作
年
代

を
古
く
見
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
作
と
推
定
し
た
（
３
―
６
―
７
）。

徳と
く

林り
ん

寺じ

中な
か

門も
ん

・
山さ
ん

門も
ん

　（
余
野
二
丁
目
地
内
）

　

二
〇
〇
三
年
十
月
、
徳
林
寺
の
建
造
物
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　

徳
林
寺
中
門
（
３
―
６
―
８
）
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年

に
確
認
さ
れ
た
部
材
に
「
文
明
七
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
四

七
五
（
文
明
七
）
年
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
門
の
構
造
は
、

間
口
八
尺
（
二
ｍ
四
二
㎝
）、
奥
行
五
尺
五
寸
（
一
ｍ
六
六
㎝
）、
化

粧
棟
高
一
一
尺
五
寸
（
三
ｍ
四
八
㎝
）
の
小
規
模
な
薬
医
門
で
あ
る
。

屋
根
は
後
世
に
大
き
な
改
造
を
受
け
て
い
る
が
、
軸
部
に
古
材
が
残

さ
れ
、
扉
の
飾
金
具
な
ど
に
古
風
な
様
式
が
認
め
ら
れ
る
。

　

徳
林
寺
山
門
（
３
―
６
―
９
）
は
、
一
八
七
六
年
に
犬
山
城
の
第
一

黒
門
を
移
築
し
た
も
の
で
、
建
立
年
代
は
一
八
四
二
（
天
保
十
三
）

年
に
犬
山
城
が
火
災
に
あ
い
、
焼
失
し
た
後
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
門
の
構
造
は
薬
医
門
の
形
式
を
と
り
、
間
口
一
二
尺

（
三
ｍ
六
三
㎝
）、
奥
行
七
尺
五
寸
（
二
ｍ
二
七
㎝
）、
化
粧
棟
高
一
七

尺
五
寸
（
五
ｍ
三
〇
㎝
）
と
規
模
が
大
き
く
、
か
つ
木
柄
も
太
く
、

城
郭
の
門
に
相
応
し
い
豪
壮
で
雄
大
な
造
り
で
あ
る
。

　

犬
山
城
は
、
一
八
七
三
年
の
廃
城
令
に
よ
り
、
天
守
以
外
の
建
造

3-6-7　薬師如来坐像
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物
に
つ
い
て
取
り
壊
し
と
払
い
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
払
い
下
げ

ら
れ
た
門
と
櫓や
ぐ
らは

、
犬
山
城
周
辺
の
寺
院
な
ど
に
移
築
さ
れ
た
。
例

え
ば
犬
山
・
瑞
泉
寺
総
門
は
犬
山
城
の
内
田
御
門
を
移
し
た
も
の
で
、

徳
林
寺
山
門
と
同
様
の
薬
医
門
で
あ
る
。

獅し

子し

狛こ
ま

犬い
ぬ

（
一
対
）　（
余
野
神
社
所
蔵
（
余
野
一
丁
目
地
内
））

　

像
高
三
九
・
三
㎝
（
阿あ

形ぎ
ょ
う）
と
四
一
・
九
㎝
（
吽う
ん

形ぎ
ょ
う）、
胸
張
一

七
・
九
㎝
（
阿
形
）、
一
六
・
七
㎝
（
吽
形
）。
ヒ
ノ
キ
を
用
い
た
木

製
の
狛
犬
。
阿
形
と
吽
形
の
二
体
で
一
対
と
な
る
。
白
色
の
下
地
を

塗
っ
た
後
に
、
彩
色
を
施
す
。
吽
形
の
背
面
に
は
、「
□
田
七
郎
□
」

と
い
う
刻
銘
が
あ
る
。
作
風
及
び
他
の
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
桃
山

時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
（
３
―
６
―
10
）。

　

二
〇
〇
八
年
、
余
野
神
社
所
蔵
の
陶
製
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）

調
査
の
際
、
地
元
役
員
の
要

望
で
同
神
社
に
保
管
さ
れ
て

い
た
獅
子
狛
犬
を
鑑
定
し

た
。
結
果
と
し
て
、
町
指
定

文
化
財
と
し
て
大
切
に
保
管

す
べ
き
と
の
判
断
に
至
っ

た
。
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料

館
で
保
存
展
示
さ
れ
て
い

る
。

不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
（
薬
師
堂
所
蔵
（
竹
田
一
丁
目
地
内
））

　

像
高
四
五
・
九
㎝
、
胸
厚
八
・
三
㎝
。
一い
ち

木ぼ
く

造づ
く
り

で
玉
ぎ
ょ
く

眼が
ん

嵌か
ん

入に
ゅ
うし
、

彩
色
を
施
す
。
頭
髪
の
形
状
や
目
の
造
作
な
ど
、
他
の
不
動
明
王
像

で
は
珍
し
い
表
現
が
あ
る
た
め
、
稀け

有う

な
作
例
と
い
え
る
。
大
作
り

な
表
現
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
南
北
朝
時
代
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
、
余
野
神
社
所
蔵
の
陶
製
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）

の
調
査
の
際
、
下
小
口
竹
田
地
区
に
所
在
す
る
薬
師
堂
の
調
査
も
実

3-6-9　徳林寺山門

3-6-10　獅子狛犬

3-6-8　徳林寺中門
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施
し
た
。
町
民
の
「
仏
像
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
名
前
を
知
り
た
い
」

と
い
う
希
望
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
堂
内
の
調
査
を
進
め
た
と

こ
ろ
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
像
の
中
に
、
一
体
だ
け
明
ら
か

に
古
い
特
徴
を
持
つ
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
詳
細
な
調
査

を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
後
世
に
造
ら
れ
た
台
座
か
ら
外
さ
な
い
と

出
来
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
、
地
元
役
員
の
許
可

を
得
て
、
台
座
を
取
り
は
ず
し
鑑
定
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

南
北
朝
時
代
（
一
三
三
〇
年
代
～
九
〇
年
代
）
に
制
作
さ
れ
た
不
動

明
王
像
と
判
明
し
た
た
め
、
町
指
定
文
化
財
と
し
た
。
ま
た
、
地
元

役
員
か
ら
の
要
望
に
よ
り
修
理
の
上
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で

保
存
展
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
３
―
６
―
11
）。

　

次
に
、
代
表
的
な
史
跡
及
び
出
土
遺
物
を
紹
介
す
る
。

白
山
古
墳
群
・
仁に

所し
ょ
野の

遺
跡　
（
白
山
社
（
下
小
口
一
丁
目
地
内
））

　

一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
白
山
社
境
内
の
五
つ
の
古
墳
を
、

町
指
定
文
化
財
第
一
号
「
白
山
古
墳
群
」
と
し
た
。
一
九
八
二
年
、

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
工
事
に
あ
た
り
境
内
地
を
発
掘
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
弥
生
時
代
の
墓
制
で
あ
る
方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
発
見
さ
れ
、
弥

生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
と
判
明
し
た
。
そ
の

た
め
、
一
九
八
五
年
に
古
墳
を
含
む
境
内
地
を
町
指
定
文
化
財
「
仁

所
野
遺
跡
」
と
し
た
。

広こ
う
縁え
ん
宮き
ゅ
う

廷て
い
式し
き
土ど

器き

・
無む

頸け
い
脚き
ゃ
く

付つ
き
土ど

器き（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

仁
所
野
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
は
、
方
形
周
溝
墓
と
多
く
の
出
土
遺

物
を
確
認
し
た
。
従
来
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
第
四
号
墳
は
、
弥

生
時
代
後
期
の
方
形
周
溝
墓
で
、
こ
の
周
溝
か
ら
朱
塗
り
で
底
部
に

穿せ
ん

孔こ
う

が
認
め
ら
れ
る
広
縁
宮
廷
式
土
器
（
高
さ
三
〇
㎝
）
と
、
類
例

の
な
い
特
異
な
形
態
を
し
た
蓋ふ
た

付
き
の
無
頸
脚
付
土
器
（
高
さ
三
一

㎝
）
を
町
指
定
文
化
財
と
し
た
（
３
―
６
―
12
）。

3-6-11 不動明王像（楽浪文化財修理所）
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堀
尾
氏
邸
宅
跡　
八
剱
社
境
内
（
堀
尾
跡
一
丁
目
地
内
）

　

八
剱
社
の
境
内
地
は
、
の
ち
の
出
雲
・
隠
岐
両
国
の
領
主
と
な
っ

た
堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

を
は
じ
め
と
し
た
、
堀
尾
氏
累
代
の
邸
宅
跡
と
い
わ
れ

て
い
る
。
境
内
の
東
南
角
に
は

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
大

正
天
皇
即
位
記
念
で
建
立
し
た

「
堀
尾
吉
晴
邸
宅
趾　

愛
知
県
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
が
存
在

す
る
（
３
―
６
―
13
）。
境
内
地

の
北
側
に
五
条
川
、
南
側
に
は

池
が
あ
り
、
昔
は
こ
の
池
が
堀

の
よ
う
に
長
く
周
囲
を
め
ぐ
っ

て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

い
わ
き
塚
古
墳
出
土
の
副
葬
品　
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

い
わ
き
塚
古
墳
は
、
豊
田
字
西
成
兼
（
現
豊
田
一
丁
目
）
地
内
に

位
置
し
て
い
た
が
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
盛
り
土
が
取
ら
れ

た
際
、
横
穴
式
石
室
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
副
葬
品
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
鏡
は
「
乳
文
鏡
」（
３
―
６
―
14
）
と

し
て
一
九
六
七
年
に
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
九
年
後
の

一
九
七
六
年
に
は
須
恵
器
・
鉄
製
大
刀
・
そ
の
他
鉄
製
品
が

「
い
わ
き
塚
古
墳
出
土
の
副
葬
品
」
と
し
て
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
大
刀
の
保
存
処
理
を
お
こ
な
っ
た
際
、
錆

を
落
と
す
と
孔
の
周
囲
の
両
面
か
ら
銀
象
嵌
の
連
弧
文
が
現

れ
た
（
３
―
６
―
15
）。
同
種
の
文
様
を
施
し
た
象
嵌
は
、
確

認
当
時
、
全
国
で
も
一
〇
例
ほ
ど
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

3-6-12
　上：広縁宮廷式土器
　下：無頸脚付土器3-6-13　堀尾氏邸宅跡

3-6-15
　上：連弧文（約10㎝）
　下：刀身（約110㎝）

3-6-14　乳文鏡
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